
ＮＰＯ 市民団体と学生との交流会
第4弾

安全な放課後を
子どもたちに
～放課後児童クラブの挑戦～

NPO法人 桜こどもクラブ

理事 富澤直人さんをお招きします
と み ざ わ な お と

７月10日（金）５コマ目（16時20分～17時50分）

人文社会科学部 1号館１階 102教室

今期の交流会シリーズ最終回のテーマは皆さんも小学生時

代にお世話になったかもしれない「放課後児童クラブ」です。

小学生にとって放課後を安全に過ごせることは大切です。放

課後児童クラブ（学童クラブ、学童保育）は、保護者が就労等に

より昼間家庭にいない小学生が放課後や休みの期間でも安全

に健康的に生活する場で、子どもの人間性・社会性をはぐくむお

手伝いもしています。子どもの数は年々少なくなっていますが、

核家族化、男女共同参画社会の進展など子どもをとりまく社会

環境の変化もあり、クラブの登録児童数は増加を続けています。

放課後児童クラブの運営形態は、公設公営、公設民営、民設

民営の３つに分けることができます。全国的に多いタイプは、市

町村が施設を準備して実際の運営はＮＰＯ法人や社会福祉法

人、保護者会などに委託する「公設民営」です。

【左上は子ども家庭庁によるクラブ職員募集ポスター】

今回は 2007 年（平成 19 年）から山形市内で放課後児童クラ
ブの運営事業を受託している NPO 法人桜こどもクラブ理事の

富澤直人さんにお話をうかがいます。将来のオトナとして、クラ

ブの役割、今後の持続的な運営について考えてみましょう。関心

のある方は学部・学年を問わずおいでください。入場無料、予約

不要です。
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（本交流会は人文社会科学部の授業「公共政策・地域課題実践演習A2」の一環としておこなうものですが、他学部の学生、教員の方も大歓迎。）

担当教員：松本邦彦／柿﨑慎也（人文社会科学部 地域公共政策コース／電話 023-628-4250松本研究室）


